職種：人事・人材開発・労務管理　　職務：労務管理

【概要】

　労使関係の維持・向上、就業管理・安全衛生管理の推進、福利厚生制度の企画・運用その他の労務管理に関する仕事。ただし、「人事」及び「人材開発」の仕事は含まない。

【仕事の内容】

　労務管理の仕事は概ね以下の４種類に大別される。会社の規模及び業態によって、一人の担当者が下記すべての仕事を担当する場合もあれば、数人または複数の部署で分業する場合もある。

①労使関係

労使関係の維持・向上策の立案・推進、労使交渉や労働争議、個別労働紛争への対応等を行う仕事。

②就業管理

就業規則の立案・改廃や、労働時間、勤務諸規定に関し、法令を踏まえた制度企画及び解釈・運用、関係部門に対する指導・助言等を行う仕事。

③安全衛生

安全衛生管理体制の構築、各種活動計画の作成・推進、健康確保対策の推進、労働災害への対応など、安全衛生管理に関する立案・推進の仕事。

④福利厚生

福利厚生に関する各種施策の立案・導入・運用や関係部門に対する指導・助言を行う仕事。

【求められる経験・能力】

（1） 労務管理の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数は問われない場合が多い。ただし、経験者採用の場合には、一定の実務経験が要求される。

（2） 労務管理の仕事は法令に沿った対応が求められるものが多く、労使関係諸施策の運営や就業管理、安全衛生管理等の際に必要となる労働法令（労働組合法、労働基準法、労働安全衛生法など）に関する最新動向を常時把握しておくことが求められる。代表的な判例については、その判決と留意点を理解していることが望ましい。
（3） 労務管理の仕事は、労働組合が存在する場合と存在しない場合で業務の進め方が異なる場合が多いが、いずれの場合にせよ、社内外の関係者と十分な連携とコミュニケーションを図りながら業務を遂行することが求められる場面が多い。

【関連する資格・検定等】

· ビジネス・キャリア検定試験（労務管理２級～３級、人事・人材開発・労務管理１級）〔中央職業能力開発協会〕

· 社会保険労務士〔厚生労働省  社会保険労務士法〕
· 衛生管理者（第１種・第２種）〔厚生労働省  労働安全衛生法〕

・労働安全コンサルタント、労働衛生コンサルタント〔厚生労働省  労働安全衛生法〕
・キャリアコンサルタント試験〔厚生労働省  職業能力開発促進法（国家資格）〕
· キャリアコンサルティング技能検定〔厚生労働省  職業能力開発促進法（国家検定)〕
など

【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】

　２５１　総務事務員　　２５２　人事事務員

